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減数分裂における染色体行動の異常程度が稔性とかならずしも相関しないという多くの報

告が知られているが，やはり多価染色体形成にともなう染色体行動の乱れから生ずる異数性配

偶子あるいは接合体の致死現象が，人為4倍体における不稔発生のもっとも基本的な原因であ

ろう。しかしながら4倍体アカクローパにおけるこの分野の研究は，アカクローパの染色体が

小さいことや，観察に適したステージをうることが非常に困難なことから少なく，減数分裂を

観察した報告は POVILAITISand BOYES (1956) 1)のものだけが知られている。彼らの結果は，

その減数分裂が他の作物の人為同質倍数体にみられた結果と基本的には異なっていないことを

示したが，そこでは稔性との関係が検討されなかった。 そこでここでは前線2)の実験において

選抜した高稔性5個体および低稔性6個体を材料とし，その細胞学的特性とダイアレノレ交配で

得た稔性との関係を検討した。

材料および方法

前報のダイアレノレ交配で用いた11個体を材料とした。岡場に個体植で養成したこれらの

栄養系個体から 1971年 10月膏を採取し，酢酸アノレコーノレ液(酢酸 1:100%7ノレコーノレ3)で

固定，冷蔵庫に保存した。観察に際しては少量の塩化鉄を溶した酢酸アルコール液にこれを移

L，一昼夜おいた後プレパラートを作成した。減数分裂の観察は7セトカーミ γによる押しつ

ぶし法によった。また，花紛稔性はアセトカーミ Yにより染色した600粒の花粉粒から求め

た。また花粉の発芽率は KENDALL (1967)')の液体培地により置床24時間後の 400粒の花粉
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